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2016年度 第2四半期業績概要

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.

2015年度
2Q累計

2016年度
2Q累計 前年同期⽐

売上⾼ 15,441 15,553 ＋111

営業利益 △901 463 ＋1,364

経常利益 △892 446 ＋1,338

親会社株主に帰属する
四半期純利益 △3,253 634 ＋3,887

配当⾦ 13円 50銭 13円 50銭 ―

（単位：百万円）

年初
予想⽐

△446

＋263

＋266

＋464

―

※親会社株主に帰属する四半期純利益は繰延税⾦資産の⾒直しを⾏い増加

※
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前期⽐
+11.4%

前期⽐
+4.1%

2,729 3,037 3,037 

1,976 2,548 2,548 

2,777 
2,504 2,504 

3,168 2,967 2,967 

4,789 4,494 4,494 

15,441

2016年度
2Q累計

2015年度
2Q累計

（単位：百万円）

※事業区分の⾒直しに伴い2015年度2Qの⼀部に組替あり

33,000（前期⽐ +3.6％）

インテグレーション
サービス 計

前期⽐
＋2.1%
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エンベデッド
システム

⾦融・公共
システム

産業・流通
システム

社会基盤・
ネットワークシステム

前年同期⽐ ＋11.3%

前年同期⽐ ＋29.0%

15,553 (前年同期⽐ +0.7%）

ソリューション
サービス

インテグレーションサービス 計
前年同期⽐ △7.2%

事業区分別 売上⾼
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901 

2015年度
2Q累計
営業利益

▲901

2016年度
2Q累計
営業利益

売上増

（単位：百万円）

＋17

不採算
抑制

1,861

営業利益の前年同期⽐増減要因

△239
コスト増

基盤強化
戦略投資等

△275

増加要因
＋19億円

減少要因
△5億円
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463
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 商談・⾒積・受注段階からの審査強化
 プロジェクトアシュアランス室の監査スコープ拡⼤
 プロジェクト総点検の頻度引き上げ

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.

商談段階・受注時点を含めたアシュアランス充実

意識⾏動改⾰
 全社員を対象に⾃律的⾏動能⼒の醸成を図る教育を実施
 全幹部社員を対象に『徹底スキル研修』を実施
 富⼠通グループの知⾒を活かしたプロジェクトマネジメント強化

不採算抑制のための具体的施策
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2015年度
2Q累計

2016年度
2Q累計 前年同期⽐

期中発⽣分※ 910 56 △854
損失引当 1,025 18 △806

合 計 1,935 74 △1,861

不採算損失 （単位：百万円）

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.

2015年度
2Q累計

2016年度
2Q累計 前年同期⽐

売上⾼ 15,441 15,553 +112
営業利益 △901 463 +1,364

（単位：百万円）＜ご参考＞連結業績

不採算損失額の推移

※引当取崩分を除く
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148 152 

78 64 

2016年3⽉末 2016年9⽉末

負債

純資産

資産、負債・純資産の状況

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.

26 26

200 190

2016年3⽉末 2016年9⽉末

流動資産

固定資産

217億円

資産の推移

うち
現預⾦
預け⾦

92

うち
現預⾦
預け⾦

91

227億円

7
うち

繰延税⾦
資産

負債・純資産の推移

217億円227億円

うち
利益

剰余⾦
100

うち
利益

剰余⾦
104

（単位：億円）

⾃⼰資本⽐率 :  65.0% → 70.0%

8
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通信キャリアの法⼈ユーザー向けSIが増加するも
通信キャリア向け基盤システムおよび
ネットワークソリューションが縮⼩、延伸等により減収

(前年同期⽐ △6.2%)

既存の基盤システム⼤型案件が縮⼩
法⼈ユーザー向けSIが好調

失注や延伸により減少

電⼒⾃由化でエネルギーSI増加

下期展望

2015年度 2016年度

社会基盤・ネットワークシステム

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.

(単位:百万円)

売上⾼
■下期
■上期

• 通信キャリア向け基盤システム、ネットワークソリューションの
縮⼩分を通信キャリア法⼈ユーザー向けSIにシフト

• エネルギーは⼤⼿電⼒会社への導⼊実績から引き合い増
による拡⼤

※単体ベース

通期予想
前期⽐ △0.7%

上期総括

通信キャリア

ネットワーク
ソリューション

エネルギー

10,030
(△0.7%)10,096

4,494
(△6.2%)

4,789
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下期展望

2015年度 2016年度

産業・流通システム
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(単位:百万円)

売上⾼
■下期
■上期 前期からの継続案件である不採算プロジェクトの

収束と再発防⽌に注⼒し減収
(前年同期⽐ △6.3%)

リスクを慎重に分析・評価し受注

特化技術により安定的に継続受注

建設業向け新規商談により拡⼤

治験関連が堅調に推移

• CAP21ソリューションの新規商談および既存顧客の
リプレイス商談が活況。下期から来期にかけ継続拡⼤

• 製薬(治験)関連商談は下期も堅調

上期総括

通期予想
前期⽐ △2.4%

製造業向けSI

SAPソリューション

CAP21ソリューション

製薬

6,176
(△2.4%)6,328

※単体ベース

2,967
(△6.3%)

3,168
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下期展望

2015年度 2016年度

⾦融・公共システム
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(単位:百万円)

売上⾼
■下期
■上期 ⼤⼿⾦融機関向け開発の収束が⼤きく影響し減収

(前年同期⽐ △9.8%)

⼤⼿⾦融機関向けシステム開発収束

全銀システム24時間化対応で拡⼤

⼈事給与業務ノウハウを元に領域拡⼤

• 第7次全銀システム案件の確実な獲得

• 上期に新規参画した⽣保/損保案件は下期に売上拡⼤

• 新規⼤⼿⾦融機関への商談推進

• CRMソリューションによる新規顧客獲得

上期総括

通期予想
前期⽐ △5.5%

⾦融

⾦融公共基盤

官公庁

※単体ベース

5,098
(△5.5%)

5,394

2,504
(△9.8%)

2,777
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下期展望

2015年度 2016年度

エンベデッドシステム
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(単位:百万円)

売上⾼
■下期
■上期 デジタルカメラおよび

成⻑分野(⾞載機、医療機器)の拡⼤により伸⻑
(前年同期⽐ ＋28.9%)

⼤⼿企業より新規⼤型案件を獲得
既存顧客の機種数増加により拡⼤

新規顧客⼤型案件を獲得

エンジン制御開発が拡⼤

堅調に拡⼤

• ⾞載機は情報系/制御系ともに下期さらに拡⼤傾向

• 医療機器は上期並みに堅調に推移

上期総括

通期予想
前期⽐ +18.2%

デジタルカメラ

⾞載機(情報系)

⾞載機(制御系)

医療機器

※単体ベース

2,540
(+28.9%)1,971

4,940
(+18.2%)

4,178
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下期展望

2015年度 2016年度

ソリューションサービス

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.

売上⾼
■下期
■上期 クラウドサービス、サービスマネジメント堅調

コンシューマー向けシステムの拡⼤
(前年同期⽐ ＋13.3%)

セキュリティを中⼼に堅調

K5 IaaS関連で受注拡⼤

コンシューマー向けシステム受注拡⼤

• コンテンツデリバリーシステムは継続拡⼤

• 成⻑分野(K5 IaaSのインフラサービス、運⽤サービス)に
リソースを集中し拡⼤

• FENCEシリーズは機能強化により拡⼤

上期総括

通期予想
前期⽐ +16.6%

クラウドサービス

コンテンツデリバリー

サービスマネジメント

(単位:百万円)

※単体ベース

6,330
(+16.6%)

5,427

2,915
(+13.3%)

2,573
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FENCEシリーズ「⾃治体セキュリティ強靭化」
マイナンバーを取り扱う地⽅⾃治体では、情報セキュリティ対策の抜本的強化必須

• セキュリティ強靭化をさらに進める機能強化を順次予定
• ⾃治体だけでなく、標的型攻撃対策として⼀般企業に展開

今後の展開

メール無害化 FENCE-Mail 10⽉1⽇機能強化
ファイル無害化 FENCE-Works 10⽉1⽇機能強化
ファイル/ディスク暗号化 FENCE-Pro 年内機能強化予定
データの持ち出し制御 FENCE-G
⼆要素認証 FECNE-AP

LGWAN
接続系

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
接続系

個⼈番号
利⽤

事務系

LGWAN

• 情報持ち出し
不可設定

• ⼆要素認証

■⾃治体情報システム強靭性向上モデル(総務省発表)

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

• 外部からの
攻撃対策

• アクセス制限 無害化通信

通信経路の分離

各セキュリティ要件にFENCEシリーズが対応

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.16



「Inner Circle for Microsoft Dynamics®」 認定

 Microsoft®（⽶国本社）によるパートナー業績表彰
 Microsoft Dynamics® ビジネスにおいて、この1年間最も

⽬覚しい成果を達成したパートナーに贈られる最⾼位の称号
 ⽇本国内では富⼠通ビー・エス・シーのみ受賞

(全世界で61社受賞)

全世界を対象とした最⾼位の評価を⽇本で唯⼀獲得

【⽇経ビジネス 2016年10⽉3⽇号 掲出広告】

CRMソリューション推進室を設⽴
・ 受注、技術⽀援を業種横断で推進
・ 下期、サービスメニュー化しさらなる拡⼤を⽬指す

2016年4⽉新設

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.17



・機械学習エンジン(AI)
・スクリプト編集エンジン

・ビッグデータ解析エンジン
・チャットボット編集機能

チャットボット： 「ボット」は、「ロボット」が語源。⼈間の代わりにコミュニケーションを⾃動で⾏ってくれるプログラム（もしくは、それを含むシステム全体）

機械学習による知識をもったロボットと、チャットツール利⽤者がチャット形式で会話を⾏うことにより、
商品セールスやカスタマーサポート対応のロボットによる⾃動⽀援を実現するプラットフォーム

富⼠通⾦融ソリューションFinplex Robot Agent Platform

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.

Finplex Robot
Agent Platform

技術者を介さず、
お客様⾃⾝が知識を
ロボットへ蓄積、マネジメント

チャットツールを通じて
24時間いつでも気軽に
問い合わせが可能

チャットツール利⽤者
(⾦融サービス利⽤者)

⾦融機関
エンドユーザー部⾨

 Finplex Robot Agent Platform

お客様
サイト

AIを活⽤したチャットボットサービスの開発に参画

【当社参画範囲】
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イノベーションチャレンジ
みらいファクトリー
”未来を創る活動”

オープンプレイス
“⾃由闊達に学び議論する場 “

業務のあり⽅・制度改⾰
能⼒向上

新規アイデア
創出活動

社員の声からうまれた「⾃分達で会社を変える」を全社活動として体系化

共創の追求(イノベーションチャレンジ)
共創推進室を設⽴
社外とのコネクションを広げ、社会やお客様の課題を共に解決するオープンイノベーションを推進(知の
共有、融合、価値創出)。組織を超えたアイデアや意⾒を⾃由に出せる場の確⽴。

2016年10⽉新設

お客様、異業種の会社、⼤学、
富⼠通グループ、 NPO法⼈

社外との共創

19



プロジェクトマネジメントに関する国際会議「ProMAC2016」
において2件の研究発表（11/16-19 オーストラリアで開催）
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プロマネに関する国際会議「ProMAC」への参加

1. システム開発におけるスキル不⾜ユーザー向け
アクションリストを⽤いた効果的な⼿法について

2. ⽇本企業のイノベーション創出における問題点と対策

 発表研究テーマ

 ProMAC概要

ProMAC：International Conference
on Project Management

主催：プロジェクトマネジメント学会
概要：PMに関する国際研究発表会議（今回10回⽬）
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 継続して実施した取組みの成果を⽰す
 未来を創る取組みの道筋を明らかにする

企業体質を⼀層強固にするために、3つのアプローチを実施中

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.

今年度の取り組み

ビジネスの
「起点」
を変える

22
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SI(システムインテグレーション)
 既存の⼤型プロジェクトが収束に向かう中、エネルギー等成⻑分野への

アプローチを強化（富⼠通との事業計画を共有）
 開発完了後保守サービスにつなげ、ストック化を推進する(LCM)

エンベデッドシステム
 「⾞載機」「医療機器」等成⻑分野への注⼒
 モデルベース開発・画像処理・OSS等を活⽤したビジネス領域の拡⼤推進

ソリューションサービス
 特化技術を武器に、セキュリティ分野を中⼼に拡⼤
 富⼠通グループ⽅針との同期をはかり、クラウド化を推進

注⼒分野
 「IoT」 「AI」 「DBPF」等、新しい技術のビジネス化の検討

事業戦略

(※)

※DBPF(デジタルビジネスプラットフォーム)：クラウド、モバイル、ビッグデータ、IoTなどの最先端技術と、富⼠通グループSEの知⾒・
ノウハウを融合したプラットフォーム
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前回発表
(A)

今回修正
(B)

増減額
(B-A)

(ご参考) 前期⽐

2015年度
実績(C)

増減額
(B-C)

売上⾼ 33,000 33,000 0 31,850 1,150

営業利益 600 1,000 400 106 894

経常利益 560 1,000 440 113 887

親会社株主に帰属する
当期純利益 510 700 190 △2,248 2,948

1株当たり当期純利益 43円 22銭 59円 32銭 16円 10銭 0円 19銭 59円 13銭

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.

※現時点で⼊⼿可能な情報に基づき作成、実際の業績は当該予想と異なる場合があります。

2016年度 通期連結業績予想
（単位：百万円）

1株当たり配当⾦ 27円 27円 ― 27円 ―

24
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(ご参考) 広告賞 3年連続W受賞

Copyright 2016 FUJITSU BROAD SOLUTION & CONSULTING Inc.

リック株式会社様 ※ ユニアデックス株式会社様

株式会社トランストロン様 株式会社ヴィンクス様 株式会社第⼀興商様

⽇刊⼯業新聞

フジサンケイビジネスアイ 第55回ビジネス広告⼤賞 記事下広告部⾨ 銀賞受賞
第51回⽇本産業広告賞 シリーズ第2部 佳作受賞

 ⼈気キャラクター「サイボーグ009」が、お客様と共に登場し、親しみやすく導⼊事例を紹介

※ ⽇刊⼯業新聞のみの受賞作品です
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